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エチオピア雨不足’8７

エチオピア事業担当林達雄

干ばつの再来か？

８４年，エチオピア北部を襲った大干ばつからの復

興と，再来が予想される干ばつの被害を未然に防ぐ

ことを目的に，マーシャ村で始めたプロジェクトが

ようやく軌道に乗り始めた今年の夏，現地から「例

年には６月下旬に始まるはずの大雨期の雨が大幅に

遅れている」という'情報が入った。まずは現地で農

業。植林を担当している農業技術者。伊藤達男氏か

らの報告を抜枠してみたい。

５月下旬から雨らしい雨は降っていない。７月の

初め頃から農民は雨乞いを始めた。アジスアベバで

は，７月３日から雨が降りだしたらしいが，ここウ

ォロ州では今日（７月２９日）になっても，雨はまだ

来ない。もうすでに１カ月は大雨期の開始が遅れて

いる。７月５日頃まで降らなければ干ばつの予兆，

７月28日頃まで降らなければ干ばつは決定的だと，

エチオピア人は言っている。どうして雨が降らない

のかと聞けば，「アッラーの怒り」と信じている。前

回の干ばつのこともすっかり忘れ，結婚式が重なり

酒を飲み，ケンカをやっている。またコプト教会の

老人に聞くと，お祈りを怠ったためらしい。

小雨期作（主に大麦）の結果は良かったが，農民

の中にはあと１～２カ月分の貯蔵食糧しか残ってい

ない者もあるようだ。ウォロ州の場合，自給できる

とすれば小雨期作から全体の25％，残りの75％は大

雨期作に依存すると考えられている。Ｊｖｃ･農業省

の植林予定が大幅に遅れているだけでなく，乾燥や

アブラムシの害で，畑作物の成育が悪く，農地を耕

起したものの，播種できない畑も多い。その他，湧

き水が酒れたり，一部の地域では７月23.24日にイ

ナゴが出現したという'情報もある。また，川の水量

が減ったり，徐々に「雨降らず」の影響が出はじめ

ている。穀類のマーシャ市場価格も徐々に上昇傾向

にあり，反対に家畜の値段は下降ぎみである。これ

は干ばつに備えて穀物を蓄えねばならず，一方家畜

の飼料（主に草）が枯れれば売らねばならず，また

将来の家畜価格の急激な低下を見越して，早めに手
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離すためだろうと考えられる。

今から雨が降って回復する畑もあるだろうが，私

の見た限りでは平年の収穫を大きく下回るのではな

いかと思われる。

前回の干ばつ（1982～1984年）の時は，有効な

降雨ではなかったが，多少の雨は降ったそうだ。こ

とし，６～７月の降雨は皆無に近い。このような状

態にもかかわらずエチオピア政府による具体的な対

策はまだないらしい。‘情報不足を理由にしているが，

これは「やる気」がないことの裏返しで，「怠惰｣を

自ら証明しているようなものだ。

山々も畑も放牧地も，すべて再び緑を失い色槌せ

てきた。各村には最低数カ所，掴れない湧き水があ

るそうだ，問題は食べる物である。農業教室の受講

者たちに聞くと，全員食糧は２カ月以上もたないと

答えた。水路もいくつか修復する予定だが，絶対的

に水量が少ないので，有効な方法にはなりえないで

あろう。

食糧と共に気にかかる事は，飢鯉が深刻化すれば，

次の小雨期作用の種子をも食べてしまうのではない

かという事である。外部から移入した種子（主に大

麦・小麦）は，必ずしもマーシャ地区には適さない。

そこで，農民が種子を貯蔵するためにも，当座の食

糧供給が緊急課題となる。

＜追伸＞

７月30日明け方，待望の雨が降り始めた。この日，

24ｍｍの降雨量を記録した。この後も続けばいいの

だが。

ＪＶＣの対応

(1)コレブ地区調査

７月28日～３０日，マーシャ村からさらに西に６０

kｍ奥地に入ったコレブ地区の食糧備蓄・水に関す

る調査を行った。ＪＶＣでは１９８５年２月から１年間，

県の中心地アジバールで緊急医療救援活動を行って

来たが，この時期に県内で最も被害を受けた地域が

いわゆる低地，特にアジバール給食センターまで歩

いて３日間かかるコレブ地区だと言われていた。エ
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女たちが頭に巻いた黒い布は喪の印（マーシャ村で）
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チオピア北部の地形は，標高3000ｍ近い平坦な台

地（高地）と浸食によってけずりとられた大峡谷の

谷底（低地）とに分けられるが，低地は水の利が悪

いために干ばつの被害を受けやすく，交通の便が悪

いため食糧配給，医療など援助の手も届きにくい。

この地域の農家の人々に「この大雨期作の収穫の

見込は？」と聞くと，今日にでも雨が降り始めない

限り，すでに植え付けた分も芽が出ないと言う。人

々が家に蓄えている食糧は，少ない人であと２日分，

多い人でも30日分しかない。人々は食糧の蓄えが底

をついたら，日雇い仕事を求めてゴンダール，ゴジ

ャム，ワレガ等比較的豊かな州に旅立とうとしてい

る。人々は水源として各地に散在する泉を使ってい

るが，そのほとんどが掴渇していた。水が多少残っ

ているところでも，１時間かけて２０リットル程度の

壷がようやく一杯になるぐらいである。また日照り

のためにコルセサと呼ばれる病気が発生し，家畜が

死につつあるという。

(2)緊急食糧援助

７月30日，ついに大雨期の雨が降り始めた。しか

し，たとえこの雨が降り続き，作物が順調に育った

としても，収穫は12月以降になり，それまでの期間

をしのぐ日々の穀物が足りない。そこで，ＪＶＣはコ

レブ地区の中でも特に食糧備蓄量の少ない農民

8000人を対象に食糧配給を開始した。土壌保全の

ための石積みや道路補修等，簡単な労働を行っても

らい，その報酬として１日３ｋｇの穀物を配る。い

わゆるｆｏｏｄｆｏｒｗｏｒｋというやり方である。この活

動に必要な食糧は，エチオピア政府機関から調達し

たものの，首都から550kｍにわたる悪路の輸送経

費500万円は日本で集めねばならない。

エチオピア全体状況

この８月14日，エチオピア政府は各国大使，国連

機関，ＮＧＯｓを招集し，本年後半以降に予想される

食糧危機に関する緊急アピールを行った。今回の雨

－３－

不足は北部のみならず，南部諸州を含み，７月の降

雨量を見る限り，８４年の大干ばつ時の記録を破って

いる地域もあるという。一方では，９月に予定され

ている軍事革命政権からの民政移管の儀式を前にコ

レブの状況を外部に流すなと政府から口止めされて

おり，会議の出席者の中からも「また自分たちの政

治的問題を棚上げして，物ごいを始めた。西側にし

ても穀物をはかせるため，援助というのは都合がい

いさ」という怒りの声も見られた。

しかしながら，会議のあと政府が発送した「来年

度までに９５万tの食糧が必要」という主旨の手紙を

国連，ＮＧＯｓともに承認している。８月２８日の５

ｍｍを最後に北部ウォロ州の雨量は０となり，エチ

オピアで活動を続けるＮＧＯ間のミーティングでも

干ばつは決定的だと結論した。

日本国内の支援体制

この３月，エチオピアからの帰国以来，エチオピ

ア事業担当の私の頭を悩まし続けている問題は，活

動を支える資金獲得についてである。マーシャ村，

総合的復興促進計画の本年度予算は約4000万円,現

在までに集まったのはその４分の１，このままでゆ

くと，今までの貯金を本年度中にすべて使い果して

しまう。昨年，グリーン・フォー・アフリカ・キャ

ンペーンを支援して下さった方から今年も続々と寄

付金が寄せられていただいているが，まだまだ足り

ない状況だ。第一の原因としては担当者である私の

力量不足。怠'慢があげられるが，エチオピアのみな

らずJVC全体が財政的危機に陥っていることを考

えると，日本におけるＪＶＣを始めとするＮＧＯに対

する評価がまだまだ低いことに帰因すると思われるｃ

マーシャ村での活動は海外での評価の方が高く，昨

年2000万円の資金を出したバンドエイドの理事ボ

ブ・ゲルドフ氏は，９月の来日の際にも，雨不足の

‘情報とそれに速応しているJVCの活動に対して多大

な関心を示した。またエチオピアで活動しているＮ

ＧＯ連絡会議もＮＧＯ間の総互評価の下に700万円

相等の支援をしてくれた。

今，マーシャ村では，植林を始めとする教育普及

活動が実を結びつつある。ＪＶＣのエチオピア人スタ

ッフに指導を受けた母親たちは，自分の村に帰って

近所の母親にマザースクールで得た知識を教え始め

たという。緊急事態に対しては，８５年のような惨事

を招く前に迅速に対処していきたい。皆様からの継

続的なご支援を期待してやまない。

Ｔｒｉａｌ＆Error７４
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通り雨

低地のコレブ地域へ向かったのは，干ばつ決定の

日，７月２８日であった。内山田さん，山田さん，エ

チオピア人スタッフのトーマス，私の４人は，４ド

アのランドクルーザーに乗り込んだ。山を越え４時

間，コレブ高地の村へ着く。（コレブとは，広範囲

な地域の名称である。高地は比較的豊かである｡）

ここからは，車が通れる道がないため，車を置い

て歩かなくてはならない。現地のガイドを雇い，午

後１時半出発する。崖の上から低地へは，傾斜が急

である。エチオピア人スタッフのトーマスが先頭に

なったためペースが速い。下るにつれて気温が上昇

してくる。１時間ほどで，崖をかけ降りる。所々に

岩だらけの土地がある。トーマスに，「これは何か」

と聞くと「畑だ／」と答える。表土流出により，畑

は岩だらけになっている。

出発してから２時間後休憩を入れる。腰を降ろし

て休んでいると，進行方向の山から一筋の白い煙が

立っていた。雇ったガイドにトーマスが，「何か？」

と聞くと，「雨乞いだ」と言う。この地域でも，マ

ーシャ村と同様，雨乞いをしている。１５分ほどの休

憩の後，またものすごい速さで歩き出す。エチオピ

ア人２人が先に歩き，私たちが追いかけるという形

になっている。エチオピア人のこの力は，どこから

出てくるのだろう。細い体，少量の食事，それでも

しっかりとした足どり。

疲労がたまってきた時，雲が出てきた。空が暗く

なり気温が下がる。信じられない事に雨が降りそう

なのだ。降りてきた後方の崖を見ると，薄い霧がか

かっている。後方は雨が降っているのだ。だんだん

と，その霧が近づいてくる。そして，ついに雨が降

りだした。疲れた体にシャワーの様に雨が降る。「雨

乞いが効いた」と冗談を言う者，雨期がやってきた

と喜ぶ者。けれども，雨は30分後にはきれいにやん

だ。雨期ではなく，一時的な通り雨だった。

コレブヘの道

短期派遣ボランティア桃井拓三

しみ出た水をくむ

雨の間休んでいた私たちは，また，ものすごい速

さで歩き始める。日本人スタッフの疲労が激しいの

で，近くの村に泊まる事となる。コレブ高地を出発

して４時間半後，一行６人は，小さな村へ着く。イ

イオンナ（アムハラ語）と呼ばれる変わった名前の

村であった。村へ入ると，奥地へ入ってきたという

私のイメージとは違った光景を見た。きれいな服

装をした若者が多くいる。バレーボールで遊んでい

る。「ディナデラチョ」（お元気か？）と聞くと，

「Ｉａｍｆｉｎｅ」と英語で答える。不思議に思ってト

ーマスに聞くと，政府の進める識字教育のため，ワ

ォロ州の州都デシェからやってきた先生の卵だと言

う。政府の役人がけっして入ろうとしないこの地域

に，彼らは政府の指示で字を教えにきている。

彼らからこの地域の概況を聞いた後，わき水の出

る所へ行く。わき水は，ほとんど掴れていた。小さ

な女の子たちが，かめを置き，ひょうたんで作った

コップで水を懸命にくんでいる。わき水が掴れかか

っているので少し掘り，そこにしみ出てくる水を少

しづつ集めてはかめに入れ，またしみ出てくるのを

待っている。山田さんが一つのかめに(約204）入れ

るのにかかった時間を計ったところ，約１時間であ

った。夜になり，泊まった家のおかみさんは，貴重

な食料をいっぱい出してくれた。インジェラ（エチ

オピア特有の料理，テフという穀物を粉にして醗酵

させた後焼いたもの，ホットケーキの酢っぱいもの)，

シロワット（大豆の粉ととうがらしを煮たもの)を食

べる。午後８時就寝。

翌朝７時に起き朝食を食べた後，奥地のバシュロ

川地域へ向かう。約１時間後，大きな村へ出る。村

の人が出てくる。この地域は，政府の役人も入らな

い地域である。多分，外国人が来たのも初めてであ

ろうという事だった。「バシュロ川へ行く」と言う

と，村のリーダーが，「ここから先は，村がないか

ら，私たちが一緒について行く」という。そして，

私たち６人と村の人たち８人が，バシュロ川へ向か

った。その村からは，また，すさまじいスピードで

Ｔｒｉａｌ＆Error７４ －４－



降りてゆく。

２時間後，バシュロ川へ着いた。バシュロ川は，

青ナイルの上流であり，乾期でもけっして枯れる事

がない。昨日と違って，水には不自由しないこの地

域であるが，人の気配がない。トーマスによれば，

バシュロ川流域は高温で水分があるため，マラリア

蚊が発生しやすいということであった。そして，水

には住血吸虫が多くいるという。そのため，人々は

この流域に住まないのだった。

雨期が来た！

川の流域で休んだ後，約３時間川へ下った道を逆

に登り，一緒にきた８人の村へ行く。さっそくトー

マスを通訳に内山田さんが生活状態を聞く。家族の

人数，食糧のストック，水の有無などである。特に

この質問の答えの中で驚いたのは，食糧のストック

に関してだった。食糧のストックは，村のリーダー

で１カ月分である。そして，ある人は，「３日だ」

と答える。そこで，「３日後にどうするか？」と質

問する。つまり，食糧がなくなった時にどうするか？

という事である。すると彼は，「多分死ぬか，移住

するかだ」と答える。実際，食糧は少なかった。け

れども，私たちの食事にと，インジェラを隣の人々

が持ってきてくれた。２年前の干ばつに比べて，エ

チオピアは豊かになりつつあると言われる。けれど

も，一度干ばつがくると，同じような状態に陥って

しまうであろう。エチオピアの奥地の人々の生活と

いうのは，死ぬか生きるかの境界で生きているよう

である。その現実をかい間見たようだった。午後４

時，その村へ出て，昨日泊った村へ着く。午後９時

就寝。

７月３０日，目が覚めると，ザーと雨の音がする。

家の外へでてみると雨が降っている。本格的な雨で

ある。やっと雨期が来た様だった。村の人々もうれ

しそうだった。午前９時，雨が小降りになってきた

のを機会に，高地コレブを目ざす。地面がぬかるん

でいるので，靴に泥がつき歩きにくい。２日前下っ

てきた道を登ってゆく。気温が低いため比較的楽に

歩けた。テーブル台地の下まできた時，畑を耕し始

めようと，牛を引く農民に出会った。ようやく種蒔

きが始まるのである。「ディナデラチョ」（元気か？）

「ディナー」（元気だ）と笑顔で答えたのが印象的だ

った。厳しい環境ながら，したたかに生きている農

民の姿がそこにあった。１時間後，コレブ高地へ着

いた私たちは，マーシャに向けて車を走らせていた。

紙芝居

子供と一緒に楽しめないだろうか？そういう発想

から紙芝居が生まれた。マーシャ村へ入るまでに，

首都のアジスアベバでその準備をした。幸いにも，

加納妙さん(Jvcエチオピア代表）がクレヨン．色

鉛筆・絵の具を持っていたので，これを利用した。

(加納さんにも手伝ってもらった）まず，画用紙に

クレヨンで下絵を書き，その次に色鉛筆。絵の具で

色付けしてゆくのである。

紙芝居のストーリーは，「アリとキリギリス」を

下地とした。題して，「イエマーとカバダと木」で

ある。イエマー，カバダ，というのは，マーシャ村

周辺で多い名前である。「イエマーは，燃料の薪と

して山の木を次々と切ってゆく。ラバに薪を積んで，

隣村のカバダの家へ行くと，カバダは，植林をして

いる。イエマーは，木はたくさんあるのにとカバダ

を笑い飛ばす。ところが，雨期になると，イエマー

の畑は洪水でやられてしまう。けれども，カバダの

畑は植林のため大丈夫であった。そこで，カバダと

イエマーは，共に植林をする。」この様なストリー

である。全部で12枚になった。ただ絵を見せるだけ

ではつまらないので，ラバのしっぽが動いたり，緑

の山が，はげ山になるなどの工夫をした。ところで

実演であるが，言葉が問題になった。現地語のアム

ハラ語がしゃべれない私は，紙芝居のおもしろさを

表現できない。そこで，Ｊｖｃマーシャ小学校のエシ

ャト先生に相談したところ，彼が演じてくれること

になった。紙芝居は，子供教室，母親学級などで使

われる予定となった。

紙芝居実演の日，５０数名の子供が集まった。娯楽

が少ないマーシャ村のため，子供たちは紙芝居に新

鮮な驚きを示す。ラバのシッポが動く場面では笑い

が起き，イエマーの畑が洪水でやられてしまう場面

では，口数が少なくなる。紙芝居終了後，子供たち

に質問したところ，大部分が手を挙げて答えた。子

供たちは，植林の意味をそれとなくつかんだようだ

った。ＪＶＣ学校が終わり，仲よくなった子供たちと

一緒に外に飛びだした。

遊びのつもりで作った紙芝居であったが，植林を

言葉で説明するより，視覚に訴えた方が，効果的で

あるように思えた。衛生，栄養などの方面で，紙芝

居を作ってみると良いのではないかと思う。

－５－
Ｔｒｉａｌ＆Error７４



私たちの見たエチオピア

マザースクールの笑い声
（母親学級）

佐久間典子

IhT
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笑いといえばこんなことがありました。

やはり家庭訪問で例のガリガリにやせた栄

養失調の子供の写真を見せた時のことです。

初め私は「エッこんなもの見せてもいいの。

彼らが心を痛めないかしら」と思っていま

した。しかし想像とは違って，彼らはまた

どっと笑ったのです。以前話しにきいた日

本の中学生が飢餓の写真を見て，「わっ汚

れ－な」という反応とまったく同じでした。

この写真からこういう答が出るとは思って

奪いあいの苗木

私は昨年１年間，ＪＶＣのグリーン・フォー・アフ

リカキャンペーンの担当をしていたのですが，現地

を知らないもどかしさをずっと抱いていました。も

うキャンペーンは終りましたが，ぜひ現地を見てみ

たい，植林の状況を見てみたいと，今回チャンスが

あったので思いきってでかけることにしました。

ちょうど私たちがエチオピアに行った７月の末，

待望の雨が降り，８月第１週に待ちに待った植林を

することができました。樹種は成長の早いユーカリ

が主に植えられました。苗床に育った苗は40万本。

５万本が土壌保全のために植えられ,残りの大半は公

共施設や家のまわりに植えるように各戸に無料で分

けられました。この苗木に人気集中で，バーゲンセ

ールで奪いあうような場面も見られたほどです。で

も植え方がまちまちなので，これから間引いたり，

植えかえをしなければならない所も出てくると思い

ます。

家庭訪問で

植林の合間を縫って家庭訪問にもついていきまし

た。これはマザースクールの出前とでもいいまし

ょうか，この時は保健教育を行っていました。その

中で子,供は２年ごとに産んだ方がいいという話があ

りました。２歳ごとに年齢の違う子供の絵が描かれ

ていました。すかさず「この絵では背の高さが１つ

違いにしか見えないよ」という声が上がりました。

みんなどっと笑いましたが，それにしても女たちだ

けでどうしてバース・コントロールができるのでし

ょう。

'１，rlal＆Error７４

熱線

螺
註『課酔呂宍

もみませんでした。私たちにはまだまだ先入観があ

るようです。

私は昨年の２月にソマリアに行きましたが，ソマ

リアに比べればエチオピアの方が数段しのぎやすい

ところですね。もちろんこれはソマリアのルークと

エチオピアのマーシャの比較ですけど。気候はエチ

オピアの方がいいですが，プログラムを進めていく

上では制約が多く，大変な所だと思いました。ちな

みにスパゲティについてはエチオピアの方がおいし

いです。特に現場の食事は，ソマリアではそれこそ

毎日毎日同じものしか出ませんが，マーシャでは伊

藤幸子さんたちのアドバイスの蓄積でずいぶんバラ

エティに富んだものが食べられます。幸子さんが

｢オヤコドン」というと，ちゃんと親子井が出てきま

す。みそも自給しているし，食事はなかなかいけま

す。現場での楽しみといえば食べることですからこ

れは重要なことです。

ちなみに飲み物は，エチオピアには大麦から作る

薄いビールのようなタッラと，ハチミツから作るタ

ッジ，これを蒸留したアラキというお酒があります。

今回の訪問で最も強く感じたことは，やはり一度

かかわった援助は継続しなければならないというこ

とです。特に復興とか開発に関わる援助は解決のメ

ドがつくまでに時間がかかります。しかし日本では

ほとんどエチオピアへの関心はなくなりました。Ｊ

ＶＣの活動を欧米のＮＧＯが支えているというのが

現状です。細くてもいいから長く関心を持ってもら

いたい，そう思います。（談）

－６－



エチオピアの女たちは大変、スタッフも大変

現場を見なければわからないこと

以前からアフリカには興味がありました。特に自

然とか人々の生活とか。そこから現代のアフリカが

抱える社会的な問題にも関心が広がっていった時に，

実際に自分の目で見て考えたいと思うようになりま

した。

現場に入ると１つ１つが驚きでした。まず感じた

のは，エチオピアについて自分はこれまで随分と偏

ったイメージを持っていたのだなということです。

エチオピアはとても大きな国で，自然も多様です。

だからアジスアベバとかマーシャ村だけを見てエチ

オピアはこうだと決めつけてはいけないのではない

かと思いました。ほんの半日でしたが，アジスアベ

バから南へ100kｍほど下ったナザレという町に行

きました。そこではブーゲンビリアが美しく咲いて

いて，途中の湖では子供たちが泳いだり洗濯したり

していました。マーシャ村のある北部の自然とは，

本当に対照的な感じがしました。

私は日本にいた時，どうして首都や他の地域の人

が飢餓に苦しむ被災民に救援の手をさしのべないの

か不思議でした。でもエチオピアに行ってみると，

都市での生活も決して楽ではなく，まず自分のこと

が精一杯で，他の地域のことまでは考えられないの

ではないかと思うようになりました。それに社会主

義ということもあってＩ情報も制限されていますし，

伝わっていないことも多いのだろうと思います。

アジスアベバではＣＲＤＡ（エチオピアで働くＮＧＯ

の連合体）の会議にオブザーバーとして出席させて

もらったのですが，他の団体が「北部で干ばつの兆

候が……」と言い出し始めた時期に，ＪＶＣはコレブ

地区の調査を終えて方針を決定し，援助物資の手配

を済ませていました。「ＪＶＣはお金は無いけれど，

常に現場とつないでいて真っ先に対応できるように

している」とスタッフの人が言っていましたが，本

当に行動が早いなと思いました。

女たちが苗を運び，男たちが植える

私たちがマーシャ村に入ったのは１カ月遅れでよ

うやく雨が降り始めた時期で，村では植林が行われ

ていました。苗木の篭を背負った村の人について山

赤塚真理

の中腹にある植林サイトに実際に行ってみるまでは，

植林がこんなに大変な作業だとは思ってもみません

でした。土を掘って植えるのは男の仕事ですが，何

度も往復して苗木を運び上げるのは女の仕事です。

なぜ女が運ぶのか不思議に思って尋ねてみたら,｢女

は水汲みとか薪集めとか荷を運ぶのに適しているか

ら」とのことでした。村の人たちの生活を見ていて

つくづく女に生まれると大変だなと思ってしまいま

した。もしかしたら植林も“将来”のために木を植

えるというよりは，毎日の仕事の上にさらに仕事が

増えることを意味していたのかもしれません。

母親学級や家庭訪問などの教育的プログラムは，

地味ですが少しずつ着実に人々の中に根を下ろし始

めているように思いました。出席者はなかなか熱心

で和気あいあいとした雰囲気です。

母親学級や家庭訪問では保健衛生や栄養などにつ

いて教えていますが，先生をしているのはＪＶＣの

エチオピア人スタッフです。彼らのほとんどは20代

から30代の若手です。彼らは自分の担当するプログ

ラムについてとても積極的で，ＪＶＣの活動を支え

る大きな力のひとつになっています。

今回一番印象に残ったことは“現場って大変なん

だな”ということです。ちょうどコレブ地区の調査

と同時進行で植林や他のプログラムを行っていた時

期でしたので，スタッフは人手が足りなくて，一人

一人がすごく頑張っていました。エチオピアという

国の政治的な難しさもあって，プロジェクトを進め

る上での細かな配慮が要求されています。神経をす

り減らしながらやっている部分も随分とあるように

思いました。日常的な事柄の中で理想と現実との綱

渡りを常に要求されている大変さは，現場に行って

みなければ私には到底想像もつかなかったことでし

た。「１のやりたいことをするためには９のやりた

くないこともしなくてはならない。でも日本の人た

ちが苦労して集めてくれたお金だから無駄なことに

は使いたくない」という現場のスタッフの言葉が心

に残っています。今私が思うのは，せめて現場で頑

張っている人たちがプロジェクト資金の心配までし

なくてすむように，何かの形で少しでも役立てれば

……ということです。（談）

－７－ Ｔｒｉａｌ＆Error脚
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私たちの見たエチオピア

ホームステイの村で

桃井拓真

雨乞い

僕がなぜエチオピアに行ったのか。少し自己紹介

します。僕の家は教会なので小さいころからアジア

学院の研修生などが来ていました。自然に第三世界

について関心を持つようになりました。そして小学

生の時に聞いた岩村先生(注)の話に感動してから，ぜ
ひ自分もアジアやアフリカの人を助ける医者になり

たいと思うようになりました。しかしやがて病気を

治す前に充分な食糧がなければならないと，医者に

なるのはやめて農学部に入りました。

その様な理由でＪＶＣのエチオピアのプロジェクト

は僕にとって大変興味があったのです。アフリカに

ついての知識があまりないため，第一印象を大切に

しました。ＪＶＣのマーシャ村のエチオピア人スタッ

フは，自らリーダーシップをとって農民を勇気づけ

ていました。その姿が印象に残りました。

僕は６月末に今エチオピアでコーディネーターを

している山田盛さんといっしょにアジスアベバに入

りました。マーシャ村に入ったのは７月中旬です。

農作業と植林の手伝いに行ったはずなのに，雨がま

ったく降らなくて何もできない状況でした。村の長

老は「７月５日までに雨が降らなければ干ばつの予

兆，７月28日までに降らなければ干ばつだ」といっ

ていました。

とうとう雨乞いが始まりました。長老がチャット

という覚せい作用のある葉を200枚も300枚も食べ，

｢バラカフン，バラカフン」とお祈りの言葉を唱えて

いきます。そこには20人ぐらいの男女がいたのです

が，みんな興奮状態で，彼らも「アミ，アミ（下さ

い，下さい)」と唱えるのです。３時間以上もこうい

うことが続いたでしょうか。最後に長老がツバキを

パッと吐きかけ，それを村人が口で受けとめます。

こんな雨乞いが８月末に雨が降り始めるまで何回も

行われました。彼らがいうには前回の干ばつのこと

を忘れ，お祈りを怠ったためまたこんなことになっ

てしまったというのです。

－８－

の地区で１週間ほどホームステイしました。もっと

現地の人の生活を知りたいと思ったからです。その

家は夫婦と子ども３人，それに妻の親せきの子ども

の７人家族でした。その家は村１番の金持ちでした

が，食事は午前10時ごろの朝食と午後９時ごろの夕

食の２回。それもインジェラと煮豆だけで，僕のい

た間に１度も肉はおろか野菜もほとんど出てきませ

んでした。でも必ず２回は食べられたのですからぜ

いたくは言えません。

この家の女主人はエチオピアには珍しく発言力が

あって，婦人組合のリーダーもしていました。その

ような関係上から僕もホームステイできたのです。

まあ，この家で驚いたことはいろいろあるんですが，

まず食事は大人たちから食べること。彼らが食べ終

ってから子供が食べます。そのため子供たちの食べる

分を考えてインジェラを食べなければなりません。

それはそれでいいんですが，困ったのはノミです。

動物と同居しているので無理もないのですが，腕と

か足とか5000カ所も食われてしまいました。ほんと

にかゆかったです。

この家には３人の子供がいて真ん中の15歳の男の

子が通訳をしてくれました。彼は「学校で１番成績

が良い」といっていました。彼はふだんアジバール

の中学校に通っていますが，たまたま夏休みなので

家に帰っていました。エチオピアは社会主義になっ

てから識字教育に力を入れているようで，こんな田

舎に，という所にもりっぱな小学校があります。も

ちろん植林教育にも熱心です。例の彼が言うには

｢木を植える大切さは知っている。木を植えて森を作

れば，いろんな昆虫も集まり，動物も増える。動物

が増えれば観光客が来る。そうすればエチオピアも

ケニアみたいに外貨収入を得られるのだ｣。（談）

植林の意味

僕は干ばつの影響が特に現れている低地の村やコ

レブを視察したあと，マーシャ村から歩いて１時間

（注）ネパールで医療活動を続けている岩村昇博士。

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７４



エチオピアのプロジェクトがわかるために

口種子銀行とは何ですか。どのように運営していますか。

作物の種の貯えが少なかったり，耕作に必要な役牛や農

具を持たない農民，あるいは干ばつの時期に失った人々の

ための互助組織です。種まきの時期に土地に合った種の貸

し出しや，役牛の低利ローン販売を行っています。

ＪＶＣが出資者となって発足しましたが，管理運営は村の

代表たちが行っています。他のＮＧＯｓも，村の復興のため

に種子銀行を始めつつあるようです。

■アグロフォレストリーとはどういう農業ですか。エチオ

ピアではどんな作物を作っていますか。

作物と樹木を同じ畑に混作する，立体的な土地利用の方

法です。名称は新しいですが，実は古くから世界各地に見

られる農法です。樹木が根を張るため，保水効果がありま

す。養分が分解されるので栄養として吸収されやすくなり

ます。

エチオピアでは成長の早い豆科の木の間に豆類や麦類を

植える実験が行われています。

■テラッシングとは何ですか。

山の斜面に段差を作り，石積みをして表土の流出を防ぐ

やり方の１つです。植林の前に行われることが多く，現在

もエチオピアの植林事業の際，広く行われています。

－９－

〔答える人林達雄〕

■チェック・ダムとは何ですか。どういう所に作るのでし

ょうか。

エチオピアの雨期の激しい雨は，谷底を深く刻り取って

流れます。チェックダムは川の途中に石の堤を作って，流

れを緩和させます。

吟

回ＪＶＣのプロジェクトの対象はどんな人々ですか。何人ぐ

らいいますか。

マーシャ地区の９つの村に住む，農民，婦人，子どもた

ちです。約１万4000人。

■マザー・スクール（母親学級）では主に何を教えていま

すか。

マザー・スクールで学んだ婦人たちは，家に帰って自分

で実践し始めたり，学んだことを近所の母親たちに教え始

めました。

今まであまりなじみのなかった野菜を‘使った調理の仕方，

家庭菜園の作り方，木の植え方，離乳食の作り方，与え方，

健康を守るための基礎的な知識などを教えています。

■植林にはどんな木を植えますか。これまでどのぐらい植

林したのでしょうか。

木の種類としては，４分の３がユーカリです。成長が早い

この木は薪炭や家の材料，水土の保全用に使います。残り

はエチオピアの高原をかつて被っていたといわれるヒノキ

やアカシアの類を植えます。

全部で40万本ほどの苗木を約１年間かけて作り，その１

部を水土の保全林として水源池近くの斜面に植えました。

残りの大半は村人たちに配り，家の周囲に植えてもらいま

した。

■エチオピアのプロジェクトの全体像を図で描くとどのよ

うになりますか。

Trial＆Error７４



マーシャ村

日本人スタッフの場合，報告会やＴ/Ｅ誌上でその人柄に触れる機会があります。でも，日本には伝わっ

てこない現地スタッフの素顔。どんな人がプロジェクトを進めているのか，知りたいと思いませんか？

あるエチオピア人スタッフの最初のひと言。帆僕のこと知ってる？〃－意外に心に残っています。皆，

本当によく頑張っているなぁ！というのが私の素朴な感想。現地での②取材(?)には，日本人スタッフのみ
んながワイワイと協力してくれました。ＪＶＣエチオピアの蝋顔〃の輪郭は，前向きで一途です。

（赤塚真理）

アジスアベバ事務所

エチオピアのスタッフを知っていますか？

Ｔｒｉａｌ＆Ｂｒｒｏｒ７４

ソロモン（Solomon）２９歳

仕事に対して一生懸命な農業担当ｃ

種子銀行も担当。蝋キャラメラちょ

うだい〃なんていうズッコケおじ

にいさん。

エシャトー（Eshetu）２６歳

母親学級，子供クラブ，家庭訪問

など，教育を担当。根気強く優し

いので子供たちに人気抜群！調理

士としての経験もある多才な人。

イエットベルク（Yietbarek）３４歳

英語が堪能で有能なコーディネー

ター。鋭い眼光で相手を黙らせる

スゴイ奴！

その判断力には定評あり。

鰯
Ｈ
蝿

J薪需震;I灘
11趣＄

等戴懲＃

ダニエル（Daniel）２６歳

アジス事務所で事務を担当。ドラ

イバーにもなる。冗談のわかる柔

らかな人。アジスっ子。ファッシ

ョンセンスは、ピカイチ〃！

フェテロワルク（Fetlework）２９歳

アジス事務所の事務と会計を担当。

テキパキ仕事を処理する有能なキ

ャリア・ウーマン。明るいおしゃ

べりとケーキが大好き！

アリ（Ali）２３歳

若くても運転歴６年の熟練ドライ

バー。仕事の都合でアジスにいた

り，マーシャにいたり。おっとり

として誠実な好青年。

－１０－
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アイ（Tesfay）２１歳

ノッタ"・泉の保護を担当。

アリ（Ａｌｉ）４０歳

倉庫管理，物資の配給を担当。マ

ーシャ出身。物静かな彼は，言葉

よりも笛の音色で語る詩人。歩く

速さは時速８ｋｍ！

－１１－
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フカドー（Fukado）３６歳

クリニックに関する交渉を担当。

流暢な英語で，しゃべり出すと止

まらない。３児の父。

赤塚真理２６歳

日本においては誠実なカウンセラ

ー。エチオピアでインジェラのと

りこになりました。シッタにナン

バー３と賞された有望な騎手(佐）。

バレッタ（Belete）３２歳

エチオピアのトラック野郎！

物資担当。デシェからアジバール

の倉庫へ物資を輸送する。孤独な

旅の友は、八代亜紀"。渋い！

トーマス（Ｔｏｍas）２１歳

チェックダム，テラッシングの担

当。ハードなコレブ地区の調査に

毎回狩り出されている期待の若手。

ソロモンの弟。
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出身。馬にかけては右に出

る者なし！'情熱的にＪＶＣの意義

を語ります。

シュクール（Shikur）２１歳

句学心に燃えている農業教室ｷ日当写

テラッシングゥ植林も担当。マー

シャ出身。外見は真面目。でも，

踊りだしたら気分はトラポルタ。



~「 マ シ ヤ 村

遅れた雨
伊藤幸子

６月の下旬，昨年の今頃はドシャ降りの雨。

トタン板にあたる雨の音がうるさくて，しゃべる

声も聞えなかった。あれが雨期。それなのに今年は

どうだ。スコーンと青空。雨雲のけはいもない。７

月になる。まだこない。青空。

アッラーに祈っている。

祈りが届かないのか，それともアッラーのお怒り

が大きいのか，７月中旬になっても青空，青空，青

空。この青空のもと，せっせと働く人がいる。小雨

期作の収穫風景。女が刈った穂をどっさり背にしよ

って家へ向う。男は，ロバ，馬，牛など，ありとあ

らゆる家畜を動員して脱穀に休むひまもない。とに

かく，カンカン照りで仕事がはかどる。ところが，

５月６月に播いた，大麦，トウモロコシは，まだ小

さくて，今，雨がほしい。金色に光る大麦と，その

隣りで水不足であえいでいる大麦，トウモロコシの

苗。今，雨がなければ，この苗が枯れるのはもちろ

ん，大雨期作の大麦の種子がまけない。大麦の種子

が今まけないということは，もうすぐ食べ物がなく

なることを意味している。来年分の食べ物がない？

食べ物がなくてどうして生きていけましょう？

農業教室で種子銀行の集会の時，家庭訪問の時，

会う入ごとに食べ物の貯蔵はあるか，干ばつに対し

て何をするのか，泉は掴れないのか，などなど話し

合い，聞いて歩く。低地の視察もしてみた。今まで

にも何回となく経験している干ばつ。８３年84年の干

ばつの痛み，つらさは忘れてしまったのだろうか。

何もできない自分に腹をたて，ムシャクシャし，イ

ライラする。日本でいったい明日の食べ物の心配な

んかしたことがあったかしらん？農民が水不足だ

ろうと，米はあるものと信じてしまう頭。米びつに

米がなければ，店屋に買いに行けばすむことと信じ

ている頭。お金をにぎっていさえすれば，食べ物の

なくなる心配などしなくてすむ世の中。

ここは，雨がなきや，結局飢え死にするしかない。

干ばつに少しでも対処するためのこのプロジェクト。

自分で自分の身を守るように備えるように。ところ

がどっこい、努力の人に対して，他の人がどう感じ

通 信
、 ●／

るか。努力して良い収穫を得たと思ったら，放火さ

れたという話しを何度聞いたことか。しっと深い人

たちよ，そんなに人の足をひっぱってくれるな。あ

あ，それにしても，雨がこない。と，干ばつ対策の

話しあいをしていたら，７月２９日，雨がドーンとや

ってきた。雨が降り始めたのです。雨，雨，まった

く遅くやってきた雨。この雨で生きのびる苗もある

でしょう。耕す男と牛の姿も見えるようになって。

ただし，大麦には遅すぎて，小麦，テフ，豆をまい

ている。これが来年の一家をささえる。豊作になっ

てくれれば良いが。

エチオピアのらばとわたし
佐久間典子

エチオピアにコーディネーターとして山田盛さん

が赴いて１カ月後，アディスアベバで再会した彼の

こめかみに目がいったわたしは，その変化について

は尋ねることをはばかった。が，マーシャに着いて，

らばから落馬したケガのためと知った。ムムッ，こ

れはこわい｡

日本を出る前に，雨期なのでもしかしたら，ろば

に乗らないとマーシャには行けないかもしれないと

聞いていた。そのためにろばにまたがるのに十分な

ゆとりのある雨具を用意もした。けれども，雨期の

始まりが遅れたため，四輪駆動車で無事にマーシャ
●●

着。やれやれ，ろばには乗らないですんだと安心し

ていたところに，彼の“落馬の傷あと”を見たわけ
●●●●

である。（ここで，ろばとらばの関係について。ら

ばとは，「雌馬と雄ろばとの間にできた雑種。耐久

力があり，粗食に耐えるので，労役に使う」そうだ。

わたしはそのことに無知だった）

マーシャ村プロジェクトは９つのカバレ（農業組

合）を対象にしていて，その活動地は広い。できる

限り多くの活動を見たいところだが，徒歩で行ける

範囲に限ろう，と固く思った。わたしは絶対に落ち

る，もっとひどく，という確信があった。小学生の

時飛び箱ができなかったという過去のデータにもと

づく自信。

しかし，そのときは思いのほか早くきた。わき水

の保護のために小屋を作っているのを見にいくのに，

乗らなければならない。見たい気持ちが不安に勝つ｡〆

Ｔｒｉａｌ＆Error７４ －１２－
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スータ鴫ン難民への緊急援助
林達雄

８７年５月29日，ＵＮＨＣＲがエチオピアで活動を続け

る８ＮGOSを招集して開いた緊急会議で，スーダン

南部からエチオピア西部に２万人の難民が流入し，

保護を求めているという報告を受けた。ＪＶＣは早速

手持ちの８トントラックに，アジバールの倉庫に眠

っていたビスケットと毛布を積み込み現地へ急行し

た。６月１日，首都アジスアベバから西に580kｍ，

ＪＶＣの活動地マーシャから1100kｍの国境沿いの

町ツォレには，裸同然の難民たちが集結していた。

ＪＶＣのトラックは，他のＮＧＯどころか，国連機関

の救援部隊に先んじて現場に一番乗りした訳である。

２万３千人の難民たちは，青ナイル沿いに住むト

ルック族，エデュク族の農民である。キリスト教徒

である彼らはスーダン政府軍からの迫害を受け，家

を焼かれ，財産である山羊・牛・羊を棄て，175kｍ

を丸２日間歩き通してエチオピア国内に逃れてきた。

JVC調整員イエットベルク氏の報告によれば，彼ら

は，イスラム教徒である政府軍からの攻撃に備える

ため，スーダン解放戦線の保護を受け，約１週間で

仮住居を作りあげた。食糧不足に加え，病人が続出

手持ちの８トントラックに，アジバールの倉庫に眠しているが，処置のできるのは解放戦線の医務官２

っていたビスケットと毛布を積み込み現地へ急行し人のみで，様々な病気に対処し切れず，ほとんどの

た。６月１日，首都アジスアベバから西に580kｍ，病人は家で寝るのみであった。

ＪＶＣの活動地マーシャから1100kｍの国境沿いのその後，ＵＮＨＣＲ・ＮＧＯの協同作業で食糧配給

町ツォレには，裸同然の難民たちが集結していた。・医療活動が迅速に行われ，事態は落ち着きを見

ＪＶＣのトラックは，他のＮＧＯどころか，国連機関せた。ＪＶＣは，トラックによる食糧・必要物資の輪

の救援部隊に先んじて現場に一番乗りした訳である。送を約１カ月間担当し，引き上げることを決定した。

２万３千人の難民たちは，青ナイル沿いに住む卜短期の活動ではあったが，一番必要な時期によい仕

ルック族，エデュク族の農民である。キリスト教徒事ができたと思う。

である彼らはスーダン政府軍からの迫害を受け，家現場の担当者の判断で，必要に応じて迅速な対

を焼かれ，財産である山羊・牛・羊を棄て，175kｍ応をしてゆく。これこそ，小まわりの効くＮＧＯな

を丸２日間歩き通してエチオピア国内に逃れてきた。らではの活動の１つである。政府・国連機関等，巨

ＪＶＣ調整員イエットベルク氏の報告によれば，彼ら大な官僚機構をかかえた組織では，常に本部におう

は，イスラム教徒である政府軍からの攻撃に備えるカユがいを立てねばならぬため，機動力という点から

ため，スーダン解放戦線の保護を受け，約１週間でいえば，後手にまわることもままある。ＮＧＯとし

仮住居を作りあげた。食糧不足に加え，病人が続出ての誇りを失わず，今後も活動を続けていきたい。
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ﾉﾏ白い小さい馬と，それより大きい茶色のらばが，赤らばで行くことに決まる。今度は乗るのは一人で。

塚さんとわたしの前に連れてこられた。表’情が恐'怖赤塚さんと桃井くんの生き生きした表情とはネガポ

でひきつっているわたしと共に，エチオピア人スタジの顔のわたし。前日の出発のときに胸にわいた感

ツフでナンバー・ワンの乗り手と自他共に認めるシ’慨も，生ずる余裕はない。第二苗床から山間の植林

ツタが茶色の温和だというらばに乗ってくれることサイトに向かう「山登り」に，ゼイゼイ言いながら

になったが……。「落ちる」より前に問題があった。も，みんなのやさしい申し出を断って離さなかった
●■

自力でらばに乗れないのである。足が短い，体（特こだわりのカメラも，モチロンろばの背にのるカバン

におしり）が重い，運動神経が欠如している，といの中。しかし，人間の適応性には驚かされた。いつ

うｽﾀｲﾙの面はともかく，日本における日常生活しか小枝のﾑﾁを軽くあてたりするくらいになった

ではとりわけ支障にはならないことが，相乗効果とのだから（わたしの手にあると役立たずのため，取

なって，わたしを困惑させた。どうにか彼が｢荷物」り上げられてしまったが)◎それよりも賛嘆したの
●■

を積みあげ，めざす湧水に向かう道で，バリバリにはらばの強さ。黒土のぬかるみ，ゴロゴロの石の道

緊張しているわたしの背中の後ろから，“ガンバレ，もペースを崩さずトコトコ歩く。森林伐採が進ん

サクマ”の声。徐々に小さな心配，大きな安心となではげ山となったときの川の流れはこれか，と納得

って，ナイトに助けられた姫君の気分一する急流の中も，揺れるつり橋も，エチオピア人ス

唯一の，楽しい乗馬体験をマーシャの思い出にし，タップの導くまま，らぱ自身の身体と，人間の体を

アジバールに向かってマーシャを発つはずだった。支えながら，渡ってくれた。

その日曜の朝，最初の川を前に，わたしたちは引き６時間半ののち，アジバールヘ。生命の綱を握っ

返す。渡れば車が流されるかどうか，という流れ。てくれたスタッフに“アマッサグナロ(ありがとう）”◎

夕方二度めの挑戦。水は引かない。あくる月曜日，そしてありがとう，わたしのらぱ。

－１３－
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ＪＶＣスタディツアー

タイの現実にふれる旅
タイ第２の人口を抱える“難民村”

干ばつに苦しむ東北部

スタディツアー担当岩崎美佐子

ＪＶＣが独自に募集して実施するタイ国へのスタデ

ィーツアーは，それを組織する人的エネルギーの不

足，事前研修の場所捜しの困難さ，金銭的な問題＝

安い予算内に収めることの難しさなどの理由で，こ

こ数年中断されていた（ＭIRC※と合同のツアーは年

２回，続けてきた)。しかし，より多くの人たちに

JVCの活動を知ってもらい，また，難民，スラムの

人たち，農村の人たちと直に会い，その心を知って

もらうためには，スタディーツアーが最善の方法で

あることから，久し振りに再開した。期間は８月１

日から１０日間，参加者は社会人４名，学生３名，う

ち女性２名であった。

事前研修

事前研修は，ＪＶＣ東金農場で行った。

事前研修の目的は，訪問国やその周辺の地理，歴

史，文化といった基礎的な知識をできるだけ学んで

もらうこと。また，日本での私たちの生活，つまり，

住み，食べ，着ていることと，東南アジアや他の国

々との，気づきにくいけど，実はとても深い関係を

知ってもらうこと。そしてさらに，できるだけ白紙

で臨み，感じ，考えられるよう，それぞれが持って

いる先入観をはぎ取ってもらうことなどである。

しかし，今回の事前研修がうまくいったかどうか

はわからない。というのは，しっかりした時間割り

はあったものの，教室らしい教室で，先生らしい先

生から講義を聞くという形で行われたのではなく，

JVC東金農場の宿舎の古い擦り切れた畳の上に車

座になって行われたので，かっこうがつかず，なに

かしら，雑談めいてしまったからだ。

バンコクがただの湿地から，チャオプラヤ川上流

のアユタヤヘ向かう海外貿易船交通の要所として賑

わいを見せるようになり，やがてビルマとの戦争で

破壊されたアユタヤに替わって首都となってから，

200年。国内外からたくさんの人たちが移り住んで，

今では人口600万人の大都会となったのであるが，

仕事が決まってからバンコクに住み始めた人，ある

いは財産を持ってバンコクにきた人以外は，最初は

みんな自分の住む家は自分で作ったのではないだろ

うか。湿地だったので，中国人は舟の家に住んでい

たし，タイ人は高床の家に住んでいた。ひとりがな

んとか住めるようになると，あとは家族，親戚，同

郷の人，友人，友人の友人その他，細いってをたど

って，どんどん転がり込んできたはずだ。スラムは

その延長線上にあると考えればわかりやすい。

スラムの最大の問題は立ち退きと，不安定な収入

である。いわゆる日雇いの仕事はいつもあるわけで

はなく，しかも働きたい人はいっぱいいるのだから，

多くの人が月のうち半分くらいしか仕事にありつけ

ない。農村と違って，バンコクでは現金収入が無け

れば暮らせない。せめて子供たちが成長したあかつ

きには，少しでも安定した職業につけるよう，義務

教育（６年）を，さらに中学校，専門学校などにも

行けるよう学資の援助を，というのがＪＶＣの奨学金

活動である。しかし，スラムでは進学する子どもよ

り，小学校を卒業するやいなや親を助けて働く子ど

もの方が圧倒的に多い。蓄えがなく，その日暮らし

なので，明日の幸せよりも今日の食べ物の方が先決

問題だからだ。今日なんとか食べなければ，明日も

ないのはわかっているのだけれど……。

パナニコム

私たちがここを訪問した日に，数家族のカンプチ

ア人が日本に向けて旅立った。彼らは昨年の暮れに，

国境のカオイダン・キャンプでの審査で日本定住が

都市スラム

今回のスタディーツアーでは，ナンシー，モナリ

ザ，アソーク，クロントイなどで，ＪＶＣの活動をみ

たり，保育所や内職中の家庭を訪問したりした。

※モラロジー国際救援運動推進委員会
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決定し，１月にここに移され，ずっと出国を待って

いた。同じ時にここに移された人たちのほとんどは

もう日本に定住し，残っていた人たちの約半数に，

たった数日前に許可が降りたとかで，ばたばたと荷

作りをしていた。忙しいなかにも嬉しさを隠せない

彼らに比べ，何度も同胞を送り，今回も残されてし

まった家族たちの落胆ぶりははた目にも気のどくな

ほどで，その気になれないのか，ＪＶＣの日本語学校

の欠席者も多かった。いつとは言えないが，それで

も未来が見えている彼らは，しかし幸運な方なのだ。

国境には未来の見えない人たちが30万人も暮らして

いる｡

サイト２難民村

「タイ第２の町がどこか知っている？」「さあ，ナ

コンラーチャシマかな」「ハジャイだろう」「いやサ

イト２なんだ」という冗談は笑えない。実際は15万

数千人であるが，彼らは，国境線に沿ったカンプチ

ア領内の居住地を何度も攻撃，破壊され，ついには

タイ領内のこの地に集結せざるを得なくなったので

ある。旧インドシナ三国を自分の傘下にという東西

経済大国の思惑にもっとも翻弄されているのは，政

治的なことにもっとも遠いところで誠実に生きてき

た農村の人たちだ。水の利の悪いここでは，毎日の

水を含めて，生存に関するすべてを外からの援助に

頼っている。水はトラックにして1日のべ300台，

50キロも離れた貯水湖から運ばれている。

東北タイ農村

今年の異常な干ばつは天災なのだろうか，人災な

のだろうか。稲作をほとんど天水にのみ頼っている

東北タイは，１０年に１度ぐらいの割りで水不足から

まぬがれることはできないが，こんなに雨のない年

はかつてなかったそうだ。しかも局地的ではなく，

タイ全土に雨が降らない。いつもの年だとこの季節

には緑一色の水田は哀れな土裸。所どころに見える

黄緑はといえば，伸び過ぎて枯れかけた苗代だ。

スリンの町でいくばくかの食糧を買って，私たち

は申し訳ない気持ちを抱きながらも，民宿させても

らう村へと向かった。村で話題になるのも干ばつの

ことばかり。「８月中に２，３度の雨がなかったら今

年の収穫は見込めず，やがて米が底をつき，ほとん

どの家庭では子供たちをバンコクへ出稼ぎにやらざ

るを得ない。働き口のルートはあるものの，今年は

全国的な飢鯉だから競争は激しいので，うまく職に

つけるかどうか」と村長さんの顔は暗いｄ

タイでは子供の労働が大きな問題になっているが，

食べられないという現実に直面したとき，子供，年

頃の娘，年頃の息子あるいは働き盛りの父親の誰が

出稼ぎに行くのかは，その村その村の選択であり，

ｌ慣習である。隣接した村でさえ，選択は違うし，子

供を働かせてはいけないと言っても彼らには他の解

決方法がないのだから難しい。

村長さんの家では雨不足を想定して，親戚や子供

たちも総動員して水田に陸稲の種蒔をした。

民宿した家の１軒に病気の子供がいた。小学校を

卒業するまでは元気だったのに，だんだん痩せてき

て，力もなく，１６，７歳の今ではほとんど寝たきり

で過ごしている。スタディーツアーのメンバーに看

護婦さんがいたのであれこれ質問してみると，若年

性糖尿病であることがわかった。村には医者はいな

い。

数力村に１つの割で設置されている保健所が別の

村にあることはあるが，たった１人の保健婦も不在

がちで，この村には１年に２回ほど巡回してくるか

こないかだという。彼はもう目にも障害が現れてお

り，インシュリンを打ち続け，栄養のバランスのよ

い食事をしなくては死も間近だというのに，そのど

ちらもかなわない。この村では場所がらと水不足と

で，タンパク源の魚も蛙もほとんどとれないという。

彼が難民であったなら，きっと適切な治療がほどこ

されていたであろう。栄養を考えた食事も手に入る。

自由のない，矛盾した存在であるが，食糧と医療は

完備している難民と，自由な，しかしあまりにも死

と隣合わせで生きている農民を比べることはできな

いが，無力感にさいなまれる。

このあたりにはもう林は残っておらず，畑の野菜

も枯れ，多くの家で副食がない。ご飯だけでは喉を

通らず，それに塩と「味の素」をかけて食べている

家庭が多いのにはびっくりした。十分な食糧と，正

しい知識が入る前に，「味の素」だけ入っているこ

との恐ろしさに気がついている農民はまだほんの少

数しかいない。多くの人たちが「味の素」を食べれ

ば色が白くなると信じている。ちょっと黒く，それ

を気にしている彼ら（クメール系）に誰がそのよう

な嘘を吹き込んだのだろうか。多量の化学食品を取

り続ければ身体に害があることははっきりしている

のに，しかも他の栄養がすべて足りないというのに，

売れさえすればいいという商法になんとかして一矢

を報いたいものだ。
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井戸修理ワークキャンプに参加して

同じ土の上で

同じ暑さを感じる

高田利恵

こうして，紙の前で四苦八苦している私に，行き

つけの食堂のメー（お母さん）の写真が笑いかける。

その太っ腹な笑顔を見つめていると，１カ月間に関

った，大ぜいの人々の笑顔も浮かんでくるから不思

議だ。そして，このことは同時に，援助される国と

いう言葉からの私のイメージを混乱させる。

そこはさりげなく貧困があった。青い空，草をは

む牛，道を横切るアヒルの群れ，両側に広がる赤い

大地，点在する緑の木々・色彩豊かな風景である。

……しかし，しばらくして気づく。働いている人々

がいない。田に水がないので仕事にならないのであ

る。また，こういう事もあった。冒頭で述べたメー

との交流が私たちの心などむひとときだった。

ある晩いつものように食事をとっていると，メー

が私たちのテーブルに来て向こうから女の人を呼ぶ。

女の人は少しにはかむ感じだったが，メーはにこに

こしながら私たちのリーダーであるカモン氏に話し

かけている。後で聞くと，その女の人はいわゆるコ

ールカールで，１晩600バーツ（１バーツ≠６円)。

こういう職の人がここには７人いるという。それで，

どうかね，ということらしい。あまりに明るく，オ

ープンに行われた商談に，身売りを容認する社会を

見た。

また，そこにはさりげなく緊張があった。村の家

々にはアヒルが十数匹いて，ガッガッいいながらち

ょろちょろしているし，犬がダラーッと寝ころんで

いる。子どもたちは，はにかみながらも来客への興

味を隠さず笑顔を見せる。平和である。しかし，点

在する木々は黒く燃え残っていた。これはゲリラの

隠れ場をなくすための作戦である。学校ではゴムと

びやサッカーに興じる子どもたちの元気の良い喚声

があちこちで上がっていた。しかし，外壁は迷彩色

であり，防空壕があった。

全てのセットポンプが終った日は，帰りが夜にな

った。日中の緑と赤の明るい風景とは違い，まっ暗

な世界が広がっていた。そして，ものすごい光の量

の雷が５秒に１回ぐらいずつ鳴る。小雨混じりの強

い風。トラックの荷台は寒い。何やらこの黒く荒れ

た世界が，東北の悩み，苦しみを象徴している気が

してならなかった。

さて私たち学生４名とバンコクスタッフのカモン

氏の計５名は，このような所で３週間活動した。内

容は井戸の清掃と新ポンプの取りつけ作業である。

しかし，あくまでも主体は村の人々であり，私たち

学生は，器材運びや，作業しやすいように場面設定

をしたり，村の人の作業に手を貸したりした。２，３

の村の中で拠点を見つけてのデモンストレーション

であるので，井戸のまわりには１０人ぐらいはいつも

いた。みんなにぎやかである。赤道近くを感じさせ

る日射しのもと，私たちもなぜか笑いたくなる。妙

な一体感。同じ土に立つことの，同じ暑さを感じる

ことの大切さを感じた。

新しく開発されたローイング・ポンプは，たしか

に取りつけは簡単であった。プラスチックなので軽

いし，部品も接着剤ですぐにつく。そして，ある程

度自前のもので修理できる。これならきっと末長く

役立つだろう，と思っていた。

デモンストレーションを見た村人は，あとは器材

を持って自分たちの井戸を修理することになってい

た。私たちはそれらの井戸が後でどうなったかを見

てまわった。その結果いろいろな問題のあることが

わかった。まず，ふたをしていない井戸が多い。こ

れではすぐに水が汚れてしまう。また部品に欠陥が

あり，つけることはつけたが，用をなしていないも

のもあった。そして，水が地下にしみこんだ化学肥

料のため，油で汚れていたり，地盤が沈下し，セメ

ントがへこんでいる井戸もあった。

バンコクに戻ってから聞いたのであるが，ポンプ

の下におりるパイプのところには井戸に固定するた

めの器具が必要らしい。ぶれると故障を早めるよう

だ。また日よけのための覆いもあった方がいい。デ

モンストレーションの時に，ふたや覆いのことはい

ってあったのだが，実際自分たちで設置するという

ことは難しいようだった。村の人に対する深い理解

と綿密な計画がもっと必要だったのではないか，と

思われる。願わくばこのような試行鎖誤の中から，

村の人たちが様々な工夫をし動き出してほしいと，

勝手ながら思う。今，あの井戸はどうなっているだ
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ろう。ふたはついたか，覆いはあるか……雨は降っ

ているか……。

最後の井戸の清掃の際，はき出された水が少しで

も乾いた水路に届くよう，汚だらけになりながら土

を掘り，水路を作っている私がいた。水がいとおし

くてならなかった。ほんのちょっぴりだけれど，村

の人々の気持ちに近づいたような気がした。メーの

娘から手紙が届いた。“日本のことが知りたい。私

は日本の友だちがほしいのです'’とあった。私こそ

タイの東北のことがとっても知りたくなった。

井戸修理ワークキヤンブに参加して

この思いを

生かしたい

渋沢文生静欝j蹄
自分は現在大学３年生です。今回初めてＪＶＣの

活動に参加させていただきました。

３年ほど前，アフリカの飢餓が問題とされていた

時，新聞でＪＶＣを知りました。大学生という一番

自由で，物質的にも豊かな中で，飢餓という言葉は

その当時の自分にとって考えさせられる事でした。

学生は本当に物にあふれています。車，ステレオ，

ジャケット，だんだんとお金の感覚が麻陣してきま

す。コンパだの，ドライブだの何でも自由です６「こ

れでいいのかな。もっと大事な事があるんやないか

な｣。そんな思いが大学生活中ずっとくすぶっていま

した。一度外から自分たちについて見てみたい，考

えてみたい。そうすることで何か見えてくるんじゃ

ないか。そんな事が今回の参加の動機のようです。

７月中旬，この田舎者はまず東京へ事前研修へと，

大荷物を背負って出発しました。Ｉまて「事前研修｣，

これはりっぱな雑用でした。雑用といっても，ＪＶＣ

の活動が本当に小さな活動から成り立っている事が

理解でき，また地方の者にとって遠かったＪＶＣの

存在を身近に思う事ができました。

首都バンコクでの第一歩は，人と車の多さに驚か

されました。見るもの聞くものが自分にとっては異

国であり，じっと街を見ているだけでおもしろいも

のでした。屋台，サムロ，働く子供たち，活気に満

ち，あたかも毎日がお祭りのようでした。

カンプチア国境付近での作業は，思っていたほど

の暑さは続かず，スコールの多い毎日でした。ポン

プの取り替え作業自体はごく簡単なものでしたが，

ほんのわずかな水を空カンで汲み上げている子供た

ちを見て，日本での自分たちの水に対する考え方に

ついて反省させられました。

タイという国は，今までの自分にとっては遠い国

でした。今回の参加を通して，タイ，あるいはカン

プチアについて様々な事を知ることができました。

日本が膨大な援助を行い，大量の日本製品が流れ込

んでいる国タイ。ベンツが５，６台並ぶ邸宅の隣に

スラムが点在するバンコク。日本の援助，技術によ

って完成した高速道路のすぐ下に生活する人々。毎

晩ホテルの前に立つコールガール。日本の豊かさの

根底には確かにアジアの貧しさがあるようです。

大量にやってくる売春ツアーの日本人。日本へ向

かうじゃぱゆきさん。経済大国の看板を掲げて進出

する日本企業。そして日本人のほとんどいない難民

キャンプ。日本，日本人のやり方が見えてきます。

｢何やってるんだろう」。そんな思いがかけめぐりま

す。

今だにゲリラによる戦闘が続いているタイ国境。

タイにいる難民キャンプの人々・言葉では知ってい

ても直接自分の目で通してみると考えこんでしまい

ます。もっと自分の知るべき事，考えなければいけ

ない事がたくさんあるように思います。

では自分たちには何ができるか。今までの思いを

どう結びつけて行動できるか。タイ滞在中も，一緒

にやってきた仲間とよくこんな話をしました。「所詮，

何もできやしない」そんな風にいう人もいるでしょ

う。たしかに，いざ行動に移すということは難しい

です。これまでも自分は何もやってこなかったので

すから。ＪＶＣで実際に活動している人たちには感心

してしまいます。

それでも，このワークキャンプで得ることができ

た今の思いを，なんとか実際の行動に結びつけたい

のです。あのＪＶＣ事務所の"雑用”のようなほんの

小さな事からでもいいと思います。今回参加した事

で，いろいろな面において勉強させていただきまし

た。自分にとって来年は就職活動など大事な年です

が，今回の経験は必ず生かしたいと思っています。

－１７－
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投稿

ＳＨＡＲＥにとっての当面の課題

前回「Ｔ＆Ｅ」に小文を寄せて以来，早くも２年

半の月日が流れ去った。ＳＨＡＲＥはこの間にどれく

らい成長したのか？ＪＶＣからの乳離れは進んだの

か？胸に手を当てて考えると，恥ずかしさに堪え

ない所もある。

２年半前はちょうど，エチオピアの緊急医療救援

が本格化した時期で，私たちは波頭に乗ったような

昂揚感に捕えられていた。その折り私は｢Ｔ＆Ｅ｣の

中で，「日本の内と外とを活発に往還するような運

動体の形成を目指したい」と語った。こうした抱負

を当時は，ちょっと手を差し延べればすぐ届きそう

なものとして表明していたと思う。今でもそれを

renounce（放棄）したわけではないが，自分たちの

初心をかなえるためには，人並み以上の努力。結束

･工夫・献身といったことが必要だと痛感するに至

っている。満４歳児となったSHAREは，今や自ら

課題を設定し，その実現に向けて奮闘して行かねば

ならないのだ。

その意味で当面最大の設定課題となるのは，(1)カ

ンプチア保健・医療プロジェクトへの参加，(2)ＳＨ

ＡＲＥ友好病院の建設，である。

(１１カンプチア保健・医療プロジェクト

１９８２年頃より，カンプチア国内での保健・医療

活動は，緊急事態への対応ということから予防・教

育活動へと，重点が移されていった。当面主要な目

標となるのは乳児死亡率の低下であろう。（1985年

で145/1000)。このため1983年以来，プノンペン

市内の国立小児病院を皮切りに，ＲＩＮＥプロジェク

トが各地で展開されている。

ＲＩＮＥとは，Rehydration（経口補水療法),Ｉｍｍｕ‐

nization（ジフテリア，百日咳，破傷風，結核，ポ

リオ，はしかの６疾患に対する予防接種)，Nutri-

tion（補助給食)，Education(母親に対する衛生，

栄養教育）の略である。要するにこれは，母子保健

のための包括的なプロジェクトと言えるだろう。現

在ＲＩＮＥ計画は，プノンペン市内９カ所の他，カン

ダール県など首都に近い７つの県で実行に移されて

いる。８７～88年には，さらにいくつかの県および郡

SHARE運営委員、医師本田徹

(Srok）レベルで開始される予定である。

この度私は，８８年からのＪＶＣ/ＳＨＡＲＥのＲＩＮＥ

プロジェクト参加を政府，ＮＧＯ関係者と話し合う

ため，プノンペンを訪れた。私たちの担当する地域

についてはいくつかの可能性があり，県・郡部での

ＲＩＮＥ計画に責任をもつ母子保健局アンサルーン女

史などとの交渉の結果，一応スロック・プノンペン

という人口約６万人の郡部で開始する基本的な合意

を得た。行政当局との折衝は今後とも続くが，それ

以外にUNICEFやワールド・ヴィジョン（アメリカ

のＮＧＯ）などからの助言・協力も不可欠である。

国内的には，資金調達と医療スタッフの確保が鍵

となる。

(2)ＳＨＡＲＥ友好病院（仮名）

私たちはInformalGroupとしての柔軟さ。開放

』性は保ちつつも，財政基盤，海外プロジェクトの立

案・遂行，医療ボランティアの派遣などの面では自

立を進めていかねばならない。また，開発i余卜国で

保健協力を目指すことと，日本国内で「地域医療」

を実践することが，内的にどう繋がっていくのか，

方法論としても経験としても私たちは掴み切ってい

ない。そこで，以前からＳＨＡＲＥの拠点病院を持ち

たいという念願があった。幸い，埼玉県下にそうし

た医療機関を作る展望が生まれてきた。まだ障害は

多いが，なんとかこの病院構想を実らせたい。「Ｔ＆

Ｅ」読者の皆さんの温かいご支援をお願いして筆を

おく。

Ｔｒｉａｌ＆Error７連 －１８－



翌日の27日は，フェスティバルのフィナーレを飾

る鴇ケ嶺フィールドコンサートが行われました。こ

れは，地元で活動を続けている山武ボランティア協

会が中心となり，笠木透，長谷川きよし等のフォー

クシンガーを迎えて市内の公園での催しとなりまし

た。また，山武の地酒を見直そうと・４つの酒造会

社の協力で，地酒の無料配布もあったので，歌あり,

バザーあり，お酒ありといった感じで，なごやかに

フィナーレを飾りました。この他にも，東金生活ク

ラブ生協や市内の居酒屋さんや喫茶店，スーパーの

協力もあり，イベントの集合体といったフェスティ

バルでした。

今回，いつも一緒に活動しているお百姓さんにと

っては，この時期，稲刈りと重なって大忙しでした

が，終わってみれば何のその'まだまだやりたらな

い人もいるようで，東金はどうやらただの田舎町で

はなさそうな気がします。（井本勝幸）
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９月の動き

九十九里・山辺の郷フェスティバル

去る９月１８日(金)～９月２７日（日）までの１０日間，

東金では，九十九里・山辺の郷フェスティバルが開

かれました。内容は，山武地区の地場産業の盛り上

げ，山武地区に住む人々の国際化・国際交流を主と

したものです。１８日～２０日と，ＪＶＣ東金農場が主

催した，エチオピア支援のためのバオバブバザール

を行ったのをかわきりに，期間中の１９日には，グル

ープ・ザ・田舎るちあというグループが主催した加

藤登紀子コンサートが開かれ，収益金の一部を東金

農場に寄付して頂きました。また，２６日には，地域

からの海外協力，国際交流を目指すぶどうだなの下

のシンポジウムを，Ｊｖｃと東金ユネスコの共催で開

き，これにはJvcの岩崎代表もパネラーとして参加

しました。また，シンポジウムに参加したアジアの

国々の人たちが当日，東金市内でホームステイをし

て，交流を深めました。

稀唾濁ﾀｲ国…絵･農趣働曾
ＪＶＣ神奈川の役割の１つに，神奈川県内の草の根現在大阪に在住している井上博夫さんが大阪で開催

グループや活動的市民との交流・'情報交換・共同企したもの。大阪でたいへん評判だったため，ぜひ他

画などがある。ＪＶＣ神奈川が間借りしているのが，の地域での開催もと関東での協力者を求めていた。

(財)神奈川県国際交流協会内の国際交流コーナーそんな井上さんに共鳴したのが成田さん。早速，友

｢KIS｣。Ｔ／Ｅ７２号で簡単に紹介したように，この人や知人に呼びかけて，「タイ国障害児の絵画展｣神

｢KIS」には，様々な人が情報を求め，仲間を求めて奈川実行委員会を組織した。ＪＶＣ神奈川も成田さん

集まってくる。成田正雄さんもそうした１人だ。どの呼び掛けに応えて，実行委員会のメンバーとして

自身交通事故による車椅子での生活をおくりながら，協力している。

エネルギッシュに活動している人である。その成田この絵画展の県内での開催は以下のとおり，

さんが中心になって準備を進めているのが「タイ国ａ昭和６２年１２月８日（火）～１２月２１日（月）

障害児の絵画展」である。障害児問題は，どの国に県民共済ギャラリー（横浜市中区）

おいても日陰者扱いされ，あまり表にはでてこない。ｂ昭和６３年１月９日(土）～１月２４日（日）

その上，第３世界での障害者であることは，ただで厚木市勤労福祉会館(厚木シティープラザ５Ｆ）

さえ貧しい人々が多い国の中にあって，二重の意味（ａ，ｂとも入場無料）

でハンディがある。今回タイの障害児のことをとりなお，この絵画展に出展された作品（65点）のう

あげることは，そのような底辺の人々への関心を日ち，６枚が絵はがきになって現在販売中（１組400

本の人々に持ってもらうきっかけになるのではない円）。実に色彩感覚ゆたかな絵で，見る者の心をほ

だろうか。 っとさせてくれる。この収益金は，絵をかいたタイ

もともとこの絵画展は，ＪＶＣの初期のメンバーでの障害を持つこどもたちに送られる。（山口誠史）

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７４
－１９－
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｢食卓から見えるアジア」

東京山手ＹＭＣＡ国際理解講座

日頃，私たちが口にしている食品の

中には，アジアとの関わりにおいて多

くの問題を抱えながら存在しているも

のが多くあります。

本年の国際理解講座は，それら食品

のいくつかにスポットをあて，その輸

入・輸出の背景やそれにまつわる問題

を学ぶことにより，私たちと他のアジ

ア諸国との関わりを考えてみたいと思

います。

①11月14日（土）４：００～６:０ＯＰＭ

「お砂糖とアジァ

ネグロス島の子供たちを救え」

堀田正彦（日本ネグロス・キャンペ

ーン委員会事務局長）

②11月14日（土）６:００～８:0ＯＰＭ

「日本製化学調味料のアジア侵食」

里見宏（国立公衆衛生院）

③11月２０日（金）７:00～９:０ＯＰＭ

「天ぷらが口に入るまで

～エビ大量輸入の背景」

村井吉敬（上智大学アジア文化研究

所）

④11月２８日（土）４:00～６:0ＯＰＭ

「粉ミルクに脅かされるアジアの子供

たち」

中谷文美（乳児用粉ミルク問題を考

える会）

⑤11月２８日（土）６：００～８:0ＯＰＭ

「総論日本とアジアの食糧事情」

高見敏弘（アジア学院理事長）

・合宿

１１月28日（土）８:3ＯＰＭ～２９日

１２:0ＯＰＭ：含夕食

（8:3ＯＰＭ山手ＹＭＣＡより移動）

※講座に参加して，今後，講座で知

った問題をどうとらえ，取り組む

べきか意見交換する。

場所講座山手ＹＭＣＡ

新宿区西早稲田２－１８－１２

ｔｅｌＯ３（202）０３２１

合宿早稲田奉仕園

新宿区西早稲田２－３－１

参加費講座各回800円

（全回一括3,500円）

合宿（含夕食3,500円）

Trial＆Error７４

んふぉめいしよん＜ｑ＜＜ぐぐ＜ｑぐぐ
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／１１月１５日（日）２:0ＯＰＭ開場２:3ＯＰＭ開演

；ブビルキナファソ･チャリティコンサート；
：。武蔵野公開堂（吉祥寺駅から徒歩２分）

；・当日券2,300円，前売券2,000円
；・チケットの問合せ０３(383)6322,0478(73)5682
；・出演者スシュマオマタ（日本シタール協会会長）

鈴木英夫，鈴木真澄，加藤直次郎，他

：※このチャリティコンサートの収益はアナンダ･ﾏﾙガ国際救援隊を通じて，；
％ブルキナ。ファソの総合開発プロジェクトに使われます。
の●●●●●●●●●●●●●●●●●●･････●●｡●●■●●●●●●■●●●●●●■････●●●●●●●●●●●●●●●●●●・●･●

。●

オーノレタナテイブ･セミナー第４期場所西地区センター０４５(314)７７３３

｢第三世界を感じる_’

①10月２２日（木）６:30～8:3ＯＰＭ

〔じゃぱゆきさん〕

お話アジアの女たちの会

なぜじゃぱゆきなのか?!アジアの中の

日本とは，どういう存在なのか?！

②11月19日（木）６:30～８:3ＯＰＭ

〔熱帯雨林が消えていく〕

お話地球の友（予定）

今，地球から森が急速に失われつつあ

ります。とりわけ，熱帯雨林の破壊は

深刻で，第三世界の人々の生活や環境

を脅かしています。

③12月17日（木）６:30～８:3ＯＰＭ

〔解放の神学が問いかけるもの〕

お話山田経三氏

ラテンアメリカやフィリピンにおける

貧富の差の増大。構造化された暴力と

いう状況の中で，貧しい者，抑圧され

る者の側に立ち，現在のあり方を変え

ていこうと実践している“解放の神学”

④１月21日（木）６:30～８:3ＯＰＭ

〔バナナと日本人〕

お話鶴見良行氏
いつも食べているバナナ１ひと皮むけ

ば，フィリピンの労働者の暮らしぶり，

他国籍企業の進出がもたらす意味が見

えてくる……複雑な，味わい深いもの

なのです。

⑤２月18日（木）６:30～８:3ＯＰＭ

〔今太平洋は，そして私たちは〕

お話荒川俊児氏

太平洋を核戦略の海として，我が物顔

で使ってきた「先進国」に対して，太

平洋の人々は，今，はっきり『ＮＯ』と

いっているのです。太平洋の島々で暮

らす人々の動きを通して，私たちの

『今』を考えていきます。

－２０－

横浜市西区岡野１－６－４１

会費１期2,000円（１回500円）

問い合せ０３（963）２４２１〔昼〕

０４４（733）１３４６〔夜〕宇賀神

'~国際熱帯林セミナー」

その保全・持続的利用・回復

を目指して

現在行われている伐採や破壊が続け

ば，今後数十年のうちに消滅するか著

しく劣化すると考えられています。こ

れによって数億の人々がその生活を大

きく脅かされますが，熱帯雨林を保有

する国の多くは現在の国民生活の維持

や対外債務の支払いのために自然の回

復力を大きく上回るスピードで伐採を

続けています。（中略）

このセミナーの直後に横浜で開かれ

る国際熱帯木材機関(ＩＴＴＯ）の理事

会でも，いかにしたら持続的な形で熱

帯材の生産が進められるか，議論され

る予定です。

私たちが直面する最も重要な環境問

題の１つである熱帯雨林の破壊を止め

るために，私たちがなすべき具体的な

方法を探っていきたいと思います。

日時１１月１４日（土）

１０:００ＡＭ～８:ＯＯＰＭ

場所横浜神奈川県民ホール６階

横浜市中区山下町３－１

ｔｅｌＯ４５（662）５９０１

参加費1,000円

主催熱帯林行動ネットワーク

後援ＷＷＦインターナショナル

問い合せ０３(770)6308

０３(496)８６５０



ＪＶＣプロジエクト
活動地名

東京本部

神奈川県

(ＪＶＣ神奈川〉

E画

エチオピア

(ウォロ州）

活 動内容

渉外，事業計両，資金調達，ボランティア調整，会計，
総務，情報収集および広報等。

機関誌『:､ライアル。アンド・エラー」発行。

ＪＶＣ説明会・毎月第１月曜日午後６時～９時

第３土曜日午後１時～４時
学習会月１回午後６時～９時

(希望者にはハガキにて連絡）

神奈川県内における渉外，事業計両，情報収集，資金
調達等を行う。

神奈Ⅲ県及び県内の市民団体との共同事業の企画，運
営。定住難民プロジェクトの．｡‐ディネーション

ＪＶＣ説明会一毎月第１火曜日午後６時～９時

毎月第２土曜日午後１時～４時

●定住難民プロジェクト

９月５日(土>，定住難民プロジニクトの訪問員・ボ

ランティアの人たち20人以上で，大和定住促進セン
ターの見学会をおった。内藤所長のお話しのあと，
田本語教窄の授業の様了を見学した。また訪問相手
が決まっていないためにま汽活動に入っていないボ
ランティアの人もいるので内藤所長に協力を求めた

が，センターを退所した定住者の住所リストの提供
は断わられた。

９月17日，佐藤弁護士を中心に学習会を開催した。
テーマは｢労働_1．今後は毎月第３水曜日に東京と神

奈Ｈｌで交互に学習会を開く。

●東金農場

稲刈りの大半が終了した。

山辺の郷フェスティバルが東金市のボランティア間

体の手によって行われ，ＪＶＣにもその収益の１部が
寄付された。
バオバプバザール（９月18～20円>，加藤登紀子コ
ンサート（19日)，ぶどうだなの病のシンポジウム
(26日>，【11辺の烏グルメパーティ（26に)，鴇ケ嶺
フィールドコンサート（27口)。

●総合的復興促進

1．種子銀行

耕作用の牛を持たない農民に分割払いによる役牛
の販売を行っている。
2．植林

土壊保全用及び家庭植林用に40万本の苗木を植え
つけた。雨不足のため根付くか否かが懸念される

3．農業教室

村人に対して，担壌保全・植林，有機農業を指導
する農業教室を開始。小学校での環境教育を継続
4．保健・栄養
母子教室，家庭菜園の奨励を訪問形式で行ってい
る。農業省による短期婦人家庭教室の一部を担当

した。地元診療所とともに母子健康相談も実施。

5．井戸，給水
水場の汚染を防ぐための『泉の保護；を実施。

6．チ室ツク・ダム（砂防ダム）建設

Ｖ字谷浸食防止のための石積み作りをしている。
7．ゴレブ地区緊急食糧援助
１万人を対象にＦｏｏｄｆｏｒｗｏｒｋにて実施中。

－２１－

1987年９月２５日現在

出資団体

今悶社会福祉協

議会

ジャパン・タイムス

神奈川県福祉部
横浜キヮニスク

ラブ，
全国老人クラブ

連合会

国際交流ホスピ

タリティ・トラ

スト

ＣＲＤＡ，

西本願寺，
チャリティ・カ

レンダー，
チャリティ・サ

イクル，

メリノール修道

-t会，
全国老人クラブ

連合会，
バンド・エイ贋，
日本漫画家協会，
東京グリーン・

ウォーク

ジャパン・タイ
ムス

担当者

岩崎駿介（代表）

星野昌子（亭務局長）

佐々木芯保，林達雄，
前Ⅱ昌代，鴇田三芳，
古西男，富安光子，
岩崎美佐子，
アィネス・バスヵピル

山口誠史

山:菖誠史

他約60人

井本勝幸，狂十嵐裕昌，

松岡美奈子，飯塚美奈

加納妙，伊藤達男，
伊藤幸子，有本敦子，
山田礎，

イエットベルク，ソロモ

ン，バレタ，フェプルワ

ルク，ダニエル

Ｔｒｉａｌ＆Error７４
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活動地名

｢ﾜﾏﾘーｱ｜
マガネイ・キャンプ

（ゲドー郡）

ハルバ・キギンプ

（ゲドー郡）

ジャボレ・キャンプ

(ヒラン部）

/ブﾉﾝぺﾝ

カンダール県

プレイベン県

(スパイリエン県

カンプチア

人材派遣プロジェクト

(ＰＦＡＣ，

パラワン島）

フィリピン

活 動内容

●農業による自立促准

ＪＶＣがこのプロジェクトを始めて以来0.5ｈａを１家

族に割り当ててきた。しかし，自立していくために
は0.5ｈａは少なく，各家族１ｈａにする必要がある。
現在その再編に着手し始めた。また，ハルパの新農
場（20ha）の周辺に７家族が移り始めた。
●現金収入プロジェクト(インカム・ジェネレーティング）

かじ屋は，ナイフ，くわ，おのなどを毎日作ってい
る。一日約1500円の収入があり，上々のすべり出し
だ。またパン屋もマガネイ・キャンプで店開き

さらにドンキー・カートによる水屋も始めた。

●コミュニティー・サービス

した

焼き物二，－ス（七輪，香炉，灰皿＞と帽子製作．．－
スのトレーニングはl順調に続いている。

●植林

乾季に入り，水の供給が不足し，一部の木々の成長
が止まっている。またＳＲＣＳ（サウジアラビア赤三
日月社）に移行したヘルスセンター内の植林管理が
ずさんになり始めたので，ＳＲＣＳに-{･分なプロジェ
クト管理をするよう申し入れた。

●現金収入（インカム・ジェネレーティング）

前捌と大きな変化はない。水屋もパン屋も借金を

ＪＶＣに返却している。

●家庭菜園

10月，１１月の雨季を待って種をまく予定。

●カンプチアの人々への総合的人道援助

８月前半までの降雨量が非常に少なかったので，各

地で井戸の水枯れ，湖・池の低水位，河川の孤立
(とぎれ）などの報告が相次いでいる。コンポンスプ
…県の農民の記憶では20～30年に１度の大干ばつで

あるという。

1．サンタピェップ〈平和）技術学校，ワーク・シ
ョップ

校舎・修理工場は完成し，８月15日とl7Fiにスタ
ッフの選考が行われた。メカニック，同アシスタ
ン卜55人を含む81人のスタッフが選考された。

2．井戸掘り／給水（ＯＸＦＡＭと共同）

プレイベン県，スペイリエン県で続行中。

3．プレック・ピノウ孤児院援助

８月13日，男子寮の補修完成。雨漏りもなくなり

非常に明るくなった。雨といも水タンクも完成し，
あとはトンレサップ川からの給水と浄水システム

を残すのみとなった。
4．補助栄養給食
カンダール県プノンペン郡またはプノンペン市ポ

ントック地区のＲＩＮＥセンターの担当が内定し

た。保健省，プノンペン市保健局ユニセフ，
ＥＤＣ（フランスのＮＧＯ）との共同活動となる。

･国際移民委員会（lＣＭ）一第三国定住手続きにとも

なう医療業務及びキャンプ内でのプライマリ・ヘル

スケアー。

出資団体

ＵＮＨＣＲ，

創価学会文化・

平和運動事務局
仏国土をつくる

う会

朝日新聞厚生文
化事業団，
砂漠に種をまく
人の会

Ｒ･I･ジャパン

全国老人クラブ

連合会，
創価学会文化平

和運動事務局，
モラロジーＭＩＲＣ，
立正佼成会，
自動車労連，
庭野平和財団．

１１』Ｃチャリティ

グループ，
西本願寺，
善興寺ダーナ基
金，
高岡青年僧侶会

城西病院

担当者

鴫紀晶，シアッド，

荻ノ追善六，船川秀夫，

中岡哲也，
モハメッド，ラシッド，

ハジ，アオキ，アブディ

・ジョブ，フセイン，ア
ハメッド，ハッサン

浜野敏子，米淫聡，
庄司美，シュクリ，
ハッサン，アブディ，

シュイク・アブディ

熊岡路矢，蓑田健一，
蓑田玲子，馬清，
マリー・キャマル

石井弘代



活動地名

Ｅヨ
ノでンコク事務所

カオイダン

(カンプチア

難民キャンプ）

国境のサイト２．

ノンチャン

(カンプチア

難民村）

パナニコム

（第三国定住待ち

難民-次|躍郵殻）

地域開発

(バンコク市内の

スラム地区）

活 動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計，
総務，情報収集および広報，バザー，古本のセール。
季刊『ニュ･一ズ・レター』（英語・タイ語）発行。

●西崎憲司記念技術学校

ソーシャルワークの訓練を受けた経験のあるクメー

ル人を２人雇い，オフィスのワーカーと協力させ，
身体障害を持つ生徒のためのスペシャルチームを設
置した。

毎日のモニタリングが密になった。キャンプ内での

仕事は主にタイ人スタッフがきりもりし，日本人ス
タップは来年度に向け，資金集めに動いている。

●補助給食・栄養保健教育

８月22日から１週間にわたり，妊産婦のスクリーニ

ング，３歳以下の子供たちのカード登録が行われた。

その際にドライパックを受け取る時に使う３歳以下
の子供たちの成長記録カードに自己記入をしたとこ
ろ，生年月日の誤り，他人への売却など様々な問題
が発見された。そこでＭＣＨ（母子保健センター）ア

ドミ雲_ストレ・ション，ＵＮＢＲＯと協同してカード
の再検討が行われている。

９月15～16日には来年の補助給食の内容についての
ミーーティングがＵＮＢＲＯ，各ボラグ間でもたれた。

●文化オリエンテーション

ｏ日本定住予定者

①日本語学習の基礎（読み，書き，聞き取り）

②日本語の日常会話の習得

③日本に関する概略的な理解を促す

④渡航に必要な事柄への理解と実習

・日本以外の国への定住予定者に手続きの理解を深

めてもらう。

●奨学金援助

子供新聞第１号を発行。７月に渡した奨学金がきち

んと使われているか巡回指導をしている。

●クロントイ図書館

新しい図書館が完成。引越しも終った。

●移動図書

スタッフが交代することもあって活動地を縮少し，

より密な関係を地域と持つために，活動内容の再検
討をしている。

●移動学習センター(プラティ･-プ財団，ＦFSC，ＪＳＲＣ

との共同プロジェクト）

９のスラムで学習の機会のない子供たちのため人形

劇などで教育，また母親グループの育成を行ってい
る。

●農村

チャヤプーン，コラートなどで活動地選定の調査画
である。

●その他
９月は半期の活動評価を行うために各々の活動を休
止して，各スラムを訪問。調査・現状把握・評価を
手分けして行った。また新しい図書館は，正式な開
所式を10月中旬に行う。その前のデモンストレーシ
ョンとして，Lockl,２，３を中心に巡回。本展示会
や定期的な映画会を催している。

－２３－

出資団体

全国社会福祉脇

議会

ＵＮＨＣＲ

Ｒ・I、ジャパン

ＷＦＰ/ごＮＢＲＯ

天理教千葉

モラロジＬ－ＭＩＲＣ，

ＪＯＦＩＣ，

庭野平和財団，
京都国際青年蚕

貝会

担当者

ポンピモン・ﾁｬｲプｰﾝ，

柴田久史，
カモン。 ミンムアン，

スンニー・テイチャジヤクソ

矢野和貴，谷山博史，

ソムヨット・ラタナタム，

パイトゥーン・チマチュイ

テリース，ブーム，

チヤンチヤイ，トンパイ，

スピチャ，北代るり，

ソムサック，カレン，

エッ，前野博美

アドレアン

石原淑子，落合正幸』
フォード・順子，
赤坂泰央，鶴岡善和
アナン・プダミリンプラ

ティープ，

ウィパ・ロンプリック

ヴァラナート・チュンクン，

サムルアイ・ジョンヨー

クラン，アルニーー・スニ

ットムンヴアイ，リーラ

・クンナロン，スワン・

リンサムパン，コメン。

スンサマラヤ，

柴田久寿子

Ｔｒｉａｌ＆Error７４



し現地にいるスタッフが１番求めているもの，それは日本

食でもなければ，フカフカのベッドでもない。自分たちの

活動が本当に意味のあるものなのかどうか，国内からの声

援や励まし，あるいは問いかけなのだ。特別にプログラム

の行きづまりや変更がなければ，現地の有能なスタッフに

すべて任せがちになる。しかしそれでは現地にいる者は置

きざりにされたような感じになってしまう。

どの現場の人も手紙が来るのが１番うれしいという。も

し暇と関心のある方は右の住所に手紙を書いてみて下さい。

(自戒もこめて)。

編集後記

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ､アフリカ難民救援募金（９月小計９，００４円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ･グリーン･フォー・アフリカ募金（９月小計246,000円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ・インドシナ難民救援募金（９月小計7,000円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ､カンプチア募金（９月小計38,615円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｅ・タイ・スラム募金（９月小計405,000円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ・デッグ･スラム奨学金･基金（９月小計184,250円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ､タイ農村募金（９月小計２，０００円）タイの

農村開発のために使われます。

Ｈ､定住難民募金（９月小計5,000円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

Ｉ・ＪＶＣ運営経費募金（９月小計10,000円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｊ､無指定募金（９月小計139,180円）

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

しJVCとは一JapanlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

しＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報.資料の入手，各種の

活動・報告会・上映会。学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

正会員(讃美;:::::璽重員:::::：
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌「Ｔｒｉａｌ＆ErroI,』のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京5-48365加入者名一ＪＶＣ会員係

②T/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

［

‘
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